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　　　　（1）外部震動の影響を蒙り易いことo
　　　　（2）若干の波形歪は免れ得ないこと。
　　　　（3）光電管からの出力電圧を増巾するため，颪流増
　　　　　rlコ器におけるdriftの影響があること。
∬θ
ω＝o@　本装置はアナゴムと併用することによつて，自動制
　　　　御系の実験的解析に喧要な役割を演ずるものと信じ10g
　　　　る。爾本装置は適当な非線型相似回路を併用すること
　　　　によつて，吏に大きな偉力を発揮し得るものと思はれ
　　　　る。
　　　　　終りに本研究に対し終始御指導を賜つた神保教授に
　　　　感謝の意を表する。術本実験に御助力を戴いた大学院
　　　　学生，井村信吾，安部離両君並びに神保研究室卒業研
　　　　究の学生諸氏に感謝の意を表する。
Fig．　11
　　　　　　　　4・結　　　　言
　実験例が示す通り，本直示装置の精度はFig・9より
ほX’2％以内である。相似回路を使用した場合には一
般に2～5％であるが，これはアナコムの演算素子が
1～2％の誤差を有するためである。この精度は現用
のアナコムの精度と大体似たもので，制御系の解析川
としてはこの程度の誤差は許容され得るものと思はれ
る。
　本直示装置の特徴を要約すると下記の通りである。
（1）　本装置の周波数範囲は0・1～20c／sであつて，
　サーボ系の周波数帯が得られること。
（2）光電式であつてX，yの分離が正確に行はれる
　ことo
（3）安定な出力電圧が得られること。
（4）任意な函数波形電圧をも発生せしめることが可
　能であるから，過渡応答観測用電源としても利用で
　きること。
　本方式の欠点と目されるのは下記の通りである。
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